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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第３四半期の業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 3,127 4.9 157 26.7 125 33.0 139 86.3

2022年３月期第３四半期 2,982 5.8 124 184.7 94 ― 74 89.6
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 105.54 105.17

2022年３月期第３四半期 57.95 57.65
　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 2,789 642 23.0

2022年３月期 2,862 497 17.4
(参考) 自己資本 2023年３月期第３四半期 642百万円 2022年３月期 497百万円
　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2023年３月期 ― 0.00 ―
2023年３月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無
　　

３．2023年３月期の業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,010 0.9 152 △3.2 106 △6.6 119 12.5 90.32
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

　　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期３Ｑ 1,318,748株 2022年３月期 1,313,898株

② 期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 289株 2022年３月期 289株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 1,317,288株 2022年３月期３Ｑ 1,287,645株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情
報に関する説明」をご覧ください
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当第３四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも社会経済や個人

消費活動の正常化に向けた動きが見られました。しかしながら、ウクライナ情勢の長期化等による物価の上昇や、

各国の金融政策による急激な為替変動の影響もあり、経済の先行きは不透明な状況が続いております。

当社が主たる事業としているリユース業界においては、物価上昇の影響を受けた節約志向やSDGsに対する関心向

上からリユース品の需要が増加し、市場の拡大は順調に進んでおります。

このような経営環境の中で、当社においては前年度に引き続き趣味性の高い商品の販売が好調に推移したこと、

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で減少していた衣料品等の売上が復調してきたこと、インターネット販売を

継続して強化したこと等により売上高は好調に推移しました。さらに、コストコントロールの継続的な徹底により、

前事業年度を大きく上回る利益を確保することができました。一方で新型コロナウイルス感染症の影響や社会保険

の適用拡大もあり、一部で人手不足となる状況も見られたことから、採用活動、人材育成の強化及び従業員の待遇

改善に取り組んでおります。

また、第１四半期会計期間において関係会社株式の売却による特別利益36,122千円を計上しております。

以上の結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高3,127,687千円（前年同期比4.9％増）、営業利益157,156千

円（前年同期比26.7％増）、経常利益125,745千円（前年同期比33.0％増）、四半期純利益139,023千円（前年同期

比86.3％増）となりました。

セグメントごとの業績を示すと、次のとおりであります。

（リユース事業）

リユース事業におきましては、新型コロナウイルス感染症がもたらした巣ごもり消費の拡大による本など一部

商品の販売増加については落ち着きをみせたものの、楽器やホビー関連などの趣味性が高い商品の販売が前年度

に引き続きたいへん好調に推移したこと、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により減少していた衣料品等の

売上についても回復してきたこと、インターネットによる販売も順調なこと及び物価上昇の影響等によるリユー

ス品の需要増加により既存店の売上高が前年同期比105.8％と好調に推移しました。また、リユース品の買取につ

いても、店頭買取が好調であったことに加え、出張買取を強化したこと等もあり、前年同期比108.7％と好調に推

移しました。なお、当事業年度より本格的に開始しました家財整理事業を本セグメントに含んでおります。

以上の結果、当第３四半期累計期間の業績につきましては、売上高3,124,961千円（前年同期比5.8％増）、セ

グメント利益は332,607千円（前年同期比19.5％増）となりました。

当第３四半期会計期間末現在におけるリユース事業の各業態別の店舗数は以下のとおりであります。

（単位：店）

ブックオフ
事業部

ハードオフ事業部
ハードオフ
事業部計

合計
ハードオフ オフハウス ホビーオフ

ガレージ
オフ

店舗数 17 15 17 16 １ 49 66

　 (注) ブックオフ事業部の店舗数にはインターネット販売の１店舗を含みます。

（その他）

本セグメントは報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業とグリーン住宅ポイントの商

品交換事業を含んでおりますが、グリーン住宅ポイントの商品交換事業については、商品交換申込の受付は2022

年２月をもって終了し、商品交換についても2022年４月に完了しました。また前事業年度において本セグメント

に含んでいたiPhoneの修理等を行うリペア事業については、2021年７月に終了しております。

以上により本セグメントの当第３四半期累計期間の業績は売上高2,726千円（前年同期比90.5％減）、セグメン

ト利益1,976千円（前年同期比90.4％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産は、1,708,041千円となり、前事業年度末と比べて55,527千円の減少と

なりました。これは、主に現金及び預金の減少175,119千円、商品の増加93,762千円及び売掛金の増加31,529千円に

よるものです。

また、当第３四半期会計期間末における固定資産は、1,081,521千円となり、前事業年度末と比べて17,188千円の

減少となりました。これは、主に有形固定資産の減少19,639千円によるものです。

（負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債は、849,022千円となり、前事業年度末と比べて200,640千円の減少と

なりました。これは、主に短期借入金の減少200,000千円によるものです。

また、当第３四半期会計期間末における固定負債は、1,298,304千円となり、前事業年度末と比べて16,627千円の

減少となりました。これは、主にリース債務の減少28,739千円及び長期借入金の増加12,255千円によるものです。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産は、642,235千円となり、前事業年度末と比べて144,552千円の増加とな

りました。これは、主に四半期純利益139,023千円の計上によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年３月期の業績予想につきましては、2022年11月10日付の「2023年３月期第２四半期累計期間及び通期業績

予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました業績予想から変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 749,776 574,657

売掛金 112,414 143,943

商品 843,679 937,441

前払費用 50,331 49,411

その他 7,366 2,587

流動資産合計 1,763,568 1,708,041

固定資産

有形固定資産

リース資産 334,875 311,653

その他 352,626 356,208

有形固定資産合計 687,501 667,862

無形固定資産 1,380 1,380

投資その他の資産

敷金 283,260 283,156

その他 126,567 129,121

投資その他の資産合計 409,827 412,277

固定資産合計 1,098,709 1,081,521

資産合計 2,862,278 2,789,562

負債の部

流動負債

買掛金 14,037 9,588

短期借入金 450,000 250,000

1年内返済予定の長期借入金 276,669 293,404

リース債務 42,152 44,128

未払金 60,890 72,112

未払費用 72,895 74,714

未払法人税等 40,078 13,975

未払消費税等 37,610 26,436

契約負債 5,427 5,531

ポイント引当金 2,657 2,696

賞与引当金 42,219 27,322

その他 5,024 29,108

流動負債合計 1,049,663 849,022

固定負債

長期借入金 641,163 653,419

リース債務 477,207 448,468

長期未払金 34,519 29,645

退職給付引当金 62,789 67,416

資産除去債務 96,702 97,203

その他 2,549 2,151

固定負債合計 1,314,932 1,298,304

負債合計 2,364,596 2,147,327
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(単位：千円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2022年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 335,126 335,903

資本剰余金 283,453 284,230

利益剰余金 △129,084 9,938

自己株式 △164 △164

株主資本合計 489,330 629,908

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 8,351 12,326

評価・換算差額等合計 8,351 12,326

純資産合計 497,682 642,235

負債純資産合計 2,862,278 2,789,562
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 2,982,784 3,127,687

売上原価 949,905 1,004,129

売上総利益 2,032,878 2,123,558

販売費及び一般管理費 1,908,833 1,966,401

営業利益 124,045 157,156

営業外収益

受取配当金 677 709

受取手数料 5,673 5,034

預り金失効益 4,000 -

その他 8,805 8,038

営業外収益合計 19,157 13,782

営業外費用

支払利息 48,157 44,027

その他 514 1,166

営業外費用合計 48,671 45,193

経常利益 94,530 125,745

特別利益

新株予約権戻入益 360 -

関係会社株式売却益 - 36,122

特別利益合計 360 36,122

特別損失

投資有価証券評価損 2,801 -

特別損失合計 2,801 -

税引前四半期純利益 92,089 161,868

法人税、住民税及び事業税 19,311 20,788

法人税等調整額 △1,844 2,056

法人税等合計 17,466 22,844

四半期純利益 74,623 139,023
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第３四半期累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

当第３四半期累計期間(自 2022年４月１日　至 2022年12月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

（追加情報）

前事業年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した、新型コロナウイルス感染症による当社事

業への影響に関する仮定について重要な変更はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
損益計算書
計上額
(注)３

リユース
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,954,177 2,954,177 28,606 2,982,784 - 2,982,784

セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - - - - -

計 2,954,177 2,954,177 28,606 2,982,784 - 2,982,784

セグメント利益 278,401 278,401 20,606 299,007 △174,961 124,045

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業、2021年７月に終

了したリペア事業、2021年６月より開始したグリーン住宅ポイントの商品交換事業等を含んでおりま

す。

２．セグメント利益の調整額△174,961千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報

告セグメントに属しない管理部門に係る一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第３四半期累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
損益計算書
計上額
(注)３

リユース
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 3,124,961 3,124,961 2,726 3,127,687 - 3,127,687

セグメント間の内部
売上高又は振替高

- - - - - -

計 3,124,961 3,124,961 2,726 3,127,687 - 3,127,687

セグメント利益 332,607 332,607 1,976 334,583 △177,427 157,156

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業及び2022年４月に

終了したグリーン住宅ポイント商品交換事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△177,427千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報

告セグメントに属しない管理部門に係る一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりです。

前第３四半期累計期間（自 2021年４月１日　至 2021年12月31日）

事業区分別の内訳

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
リユース
事業

計

ブックオフ 864,850 864,850 - 864,850

ハードオフ 597,638 597,638 - 597,638

オフハウス 863,079 863,079 - 863,079

ホビーオフ 489,375 489,375 - 489,375

ガレージオフ 21,006 21,006 - 21,006

ロジスティクス事業 57,889 57,889 - 57,889

３Ｒ事業 60,338 60,338 - 60,338

その他 - - 25,939 25,939

顧客との契約から生じる収益 2,954,177 2,954,177 25,939 2,980,116

その他の収益 - - 2,667 2,667

外部顧客への売上高 2,954,177 2,954,177 28,606 2,982,784

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業、2021年７月に終了

したリペア事業、2021年６月より開始したグリーン住宅ポイントの商品交換事業等を含んでおります。
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当第３四半期累計期間（自 2022年４月１日　至 2022年12月31日）

事業区分別の内訳

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)

合計
リユース
事業

計

ブックオフ 855,996 855,996 - 855,996

ハードオフ 652,374 652,374 - 652,374

オフハウス 919,774 919,774 - 919,774

ホビーオフ 548,816 548,816 - 548,816

ガレージオフ 23,084 23,084 - 23,084

ロジスティクス事業 68,825 68,825 - 68,825

３Ｒ事業 56,089 56,089 - 56,089

その他 - - 59 59

顧客との契約から生じる収益 3,124,961 3,124,961 59 3,125,020

その他の収益 - - 2,667 2,667

外部顧客への売上高 3,124,961 3,124,961 2,726 3,127,687

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産事業及び2022年４月に終

了したグリーン住宅ポイント商品交換事業を含んでおります。

　


